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スマートフォンを用いた 
在室管理システムと学習状況管理システム 

 
小野澤 清人  渡邉 圭輔  諏訪 敬祐  

在室管理において，データベースを利用した在室管理システムは高価な値段で販売されており，研究室のような小規

模なグループでの購入は難しい．本研究では,Twitterを利用することで開発コストを抑え，スマートフォンで在室状況

の確認・変更を行える在室管理システムを構築し，その実用性の検証・評価を行った．この結果，開発コストは０円と

大幅な費用の削減に成功し，Twitter でも十分在室管理を行うことができ，当研究室で実用性があることを明らかにし

た．また，学習状況管理において，大学では多くの eラーニングシステムが導入され，出席管理等様々な用途に用いら

れている．本研究はスマートフォン等の端末を活用した学習状況管理システムを構築することで，授業での出席管理や，

双方向性授業の実現性の検証を目的とする．出席情報やアンケートシステムを構築し，実際に端末で動作検証を行った．

これにより,情報端末を活用することで，よりフレキシブルなスタイルでの授業展開が可能であることを明らかにした．  

キーワード：スマートフォン，iPhone，Android，Twitter，データベース  

 

１ はじめに  
１．１ 研究の背景 

（１）スマートフォンの登場 
スマートフォンとは一般的に，個人向けコンピュータ

の機能を併せ持った携帯電話と定義される．パソコンと

同じウェブブラウザによるウェブ閲覧や，電子メールの

送受信，文書ファイルの作成・閲覧，写真や音楽，カレ

ンダー機能など様々な機能が備わっており，内蔵カメラ

のある機種では写真や動画の撮影，テレビ電話といった

機能を使用できる．また無線LANに対応している機種では，

屋外では携帯電話のデータ通信機能，屋内ではより高速

な無線LAN，といった使い分けが可能である．現在流通し

ているスマートフォンは，ほとんどの機種で上記の機能

を利用することができ，加速度センサやジャイロセンサ

といったセンサも搭載されている．国内では2005年12月

にウィルコムがPHS通信と無線LAN通信が可能な

WindowsMobile搭載端末「W-ZERO3」を発売したことをき

っかけに注目を集め始めた．その後，2008年７月ソフト

バンクモバイルが米国Apple社製端末「iPhone」を発売し

たことを皮切りに爆発的に普及し，首都圏では2011年6

月，従来の携帯電話端末のシェア率を上回った[1]． 

（２）在室管理の現状 
当研究室では在室情報を，図１に示す研究室前の掲示

板で表示している．掲示板に貼付されている教授・ゼミ

生の名簿上のマグネットを移動させることで在室情報の

表示・変更を行っている． 

 

しかし，この表示方法には２つの問題点がある．１つ

目は，在室情報の表示・変更を研究室前でしか行えない

点である．２つ目の問題点は，現状ほとんどの学生が在

室情報の変更をし忘れるため，学生用の在室情報が機能

していない．入室後に変更のし忘れに気づいても，当研

究室と学生室がおよそ20ｍ離れているため，変更を行い

に向かう学生はほとんどいないのが現状である． 

今日社会で普及している在室管理システムは大きく分

けて２つある．１つは，ボタンを押すことにより在室情

報の切り替えを行い，配線を通じて管理側のランプの点
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灯の有無や色を変更することのできるハードウェアであ

る．寮などの在室管理情報を管理者が情報を把握したい

ときや，教授の在席情報などを不特定多数の人々がひと

つの場所で閲覧することを目的として用いられる．もう

１つは，インターネットブラウザ上の画面をクリックす

ることにより，サーバに情報を送り，在室情報を変更す

ることのできるソフトウェアである．インターネットブ

ラウザで表示・変更を行うため，ハードウェアとは異な

り在席情報をどこからでも，誰でも閲覧可能である． 

 

（３）eラーニングシステムの現状 

昨今のIT技術の飛躍的な進歩により，私達は日々の生

活の様々な場面において恩恵を受けている.これは学校

教育の現場においても例外ではない．e ラーニングシス

テムと呼ばれる情報技術を用いた学習システムは学校教

育のみならず，企業における新人教育や語学研修等にも

導入されている．学校教育におけるeラーニングシステ

ムの利用用途は主に，授業概要掲示・出席調査・教材提

示・課題管理・リアルタイムアンケート・クライアント

画面監視等の機能である．こうした eラーニングシステ

ムが一般的になってきている反面，これらのシステムは

当然のことながらパソコンが無ければ用いることができ

ない．出欠管理という観点では，従来型の講義形式の授

業では現在でも出席用紙や出席簿によるアナログな管理

方法が用いられていることが多い．本学のような情報を

教育・研究する学部でも，半数の授業ではこれらのアナ

ログな方法が採用されている．  

 

１．２ 研究の目的 

本研究では，生活の様々な場面におけるスマートフォ

ン活用の在り方について検証する． 

在室管理の研究では，既存の在室管理システムの導入

には多大な費用がかかってしまうため，研究室単位のよ

うな小規模のコミュニティではなかなか手が出しづらい．

本研究はTwitterやスマートフォンを利用して，いつで

もどこでもスマートフォンからTwitterへ在室情報の変

更を行う投稿や，投稿情報を読み込むことで在室情報の

確認を視覚的に行うことのできるシステムの構築を行う.

次に，システムを他研究室に導入し，一定期間後アンケ

ート調査を行い，集計結果からシステムの実用性を検証

することを目的とする． 

学習状況管理の研究では，近年ではスマートフォンや

タブレット端末など，パソコンに代わる新しい形態の情

報通信端末が飛躍的に増加し，大学にノートパソコンを

持ち込んでいなくても，こうした情報端末を日頃から所

有・携帯する学生が非常に多い．本研究では，そうした

学生が所有する情報端末を有効に活用した学習状況管理

システムを構築することで，e ラーニングシステムのよ

うな出席管理や双方向授業，講義形式の授業における実

現性を検証する． 

 

２ 開発環境 
 本研究ではiPhoneアプリケーション，Androidアプリ

ケーション，PHP による Web アプリケーションの開発を

行う．それぞれ，表１に示す開発環境及び言語で開発を

行った． 

iPhone アプリケーションの開発には iPhoneSDK[2]を使

用する．これにはプロジェクト管理とコード編集を行う

Xcode，インタフェースデザインを行う Interface 

Builder，iPhone シミュレータ等が含まれている．

Androidアプリケーションの開発にはEclipseとAndroid 

SDK[3]を使用する．Eclipseはプロジェクト管理とコード

編集を行い，Android SDK は Eclipse に Android アプリ

ケーションの開発ツールを導入するためのものである．

これにはAndroidシミュレータも含まれている． 

Web アプリケーションの開発のため，表２に示す

Apache・PHP・MySQLの機能を実装したサーバを構築した．

TeraTermを用いてサーバをリモートで操作し，PHPコー

ドの編集はTeraPad等のテキストエディタを用いて行う． 

 

 

 

 

 

 

表１ システム開発環境・言語 

 使用言語 開発環境 

iPhoneアプリ Objective-C Xcode， 

iPhone SDK 

Androidアプリ Java，XML Eclipse， 

Android SDK 

Webアプリ PHP，MySQL TeraPad 

 

表２ サーバ・データベースの構築環境 

 概要 

CPU:Xeonプロセッサ 

Memory:1GB 

HDD:70GB 

OS:Ubuntu Server 10.04 

学内サーバ 

導入ソフトウェア: 

Apache2,PHP5,Open-SSH 

データベース mySQL5.0 
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３ 在室管理システム 
３．１ 在室管理システム構成 

本研究では，研究室の教授・学生にとって快適に利用

できるシステムの構築を目指す．システム構成を図２に

示す． 

iOS・Androidが導入されたスマートフォン用の在室管

理アプリについて述べる．このアプリは，スマートフォ

ンを操作し，在室情報を変更することで，在室管理に必

要な情報が自動的に文字列として生成され，Twitter に

投稿される．そしてTwitterの投稿情報を読み込むこと

で，その最新情報に含まれる名前・在室情報から学生・

教授の在室表示を動的に変更する．また在室管理用ペー

ジを作成し，Web上からでも閲覧可能とする． 

 

システム名を「iPhomation」と命名した．読み方は「ア

イフォメーション」である．著者らの研究室ではiPhone

所有率が高かったので，iPhoneアプリに重点を置いてア

プリ開発を行った．そのため，「iPhone」という単語の一

部をシステム名に取り入れた．また，自分の情報を投稿

するシステムであるため，「自分」と「情報」の英語表記

である「i」と「information」をシステム名として採用

し，これらの単語を組み合わせて，「iPhomation」と命名

した． 

 

３．２ システム構築 

（１）投稿情報 

iPhomationでは，アプリを利用して投稿できる文章は

共通である．投稿される内容を表３に示す． 

一度に読み込むことのできる件数は100件である．学

生と教員とで，投稿日時以降のハッシュタグと呼ばれる

文字列が異なるが，このハッシュタグを用いて読み込み

時の動作に変化をもたらす． 

 

（２）在室表示の記号 
 在室表示を行うにあたって，在室状況を一目で判断で

きるように記号や記号の色を状況ごとに変えている．こ

れらの記号の違いを表４に示す． 

 

（３）Twitterの読み込み[4] 
 Twitter を読み込み，在室情報を変更するまでの流れ

を説明する．このシステムの流れのアクティビティ図を，

図３に示す．学生用と教員用の在室情報の変更の流れは

ほとんど同じであるため，アクティビティ図は学生用の

み記載する． 

読み込む前に，在室状況を判断するために学生画面用

のクラスに学生の人数分だけのInt型「tweet_state」を

用意する．教員は学外に出向く場合，矢印の表示・非表

示を行わなければならないので教員画面用のクラスに

Int型「tweet_state」，「except_state」の２つを用意す

る．初期値はいずれも０である．次に更新ボタンをタッ

チすることで，学生画面用のクラス内のgetTimeline();

を呼び出し，URLLoader というクラスを呼び出す．この

クラスを利用し Twitter にアクセスすることで，

「StatusXMLParser」でタイムラインを含む様々な情報を

XML 形式として100 件取得する．取得したXML データに

は，タイムラインの他に，投稿者名，ID，投稿を行った

システム名などの様々な情報を含むため，このクラスで，

パースという動作を行いタイムラインの文字列を抽出す

る．「StatusXMLParser」では，学生・教員の人数分だけ

Int型「tweet_state」を用意し，また教員は学外の矢印

の判断を行うためのInt型「except_state」を用意する．

さらに，最新の情報以外読み込まないようにするため，

学生・教員の人数分だけInt型「_tweet_state」をもう

１つ用意する．初期値は帰宅であり，学生は全て０であ

るが，教員の「tweet_state」のみ７である．抜き取った

タイムラインに，学生用のハッシュタグ・教員用のハッ

シュタグに，在室状況の検索を行う．表３のように学生

図２ 在室管理システムの構成 

表３ 学生・教員の投稿情報 

 投稿内容 

学生 学生名：在室状況 AtXX月XX日XX秒 

 #SWLab_Log 

教員 教員名：在室状況 AtXX月XX日XX秒 

 #SW_Log 

 

表４ 学生の表示記号 

 記号 色 

在室 ◎ 緑色 

宿泊 ☆ 黄色 

帰宅 ◎ 橙色 
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用のハッシュタグは「#SWlab_Log」，教員用は「#SW_Log」

である． 

ハッシュタグが学生用で「_tweet_state」が０の場合

は学生名と在室状況を検索し，帰宅であれば０，在室で

あれば１，宿泊であれば２を先ほどの「tweet_state」に

代入し，「_tweet_state」に１を代入する． 

ハッシュタグが教員用で「_tweet_state」が０の場合

は，教員の在室状況を検索し在室は０，講義は１，会議

は２，一時離席は３，世田谷は４，出張は５，外出は６，

帰宅は７を「tweet_state」に代入し，「_tweet_state」

に１を代入する．在室状況が世田谷・出張・外出のいず

れかの場合は，さらに学校に戻るか帰宅するかの文字列

の検索を行い，学校に戻る場合は１，帰宅する場合は２

を「except_state」に代入する．これらの動作を100件

分行い，NSXMLPerserで得られた「tweet_state」の値を

学生・教員の在室用画面のクラスの「tweet_state」に受

け渡す．この値をもとに，表示記号の表示位置・記号・

色や教員用画面の矢印の表示・非表示を変更する． 

また，学生に関しては，投稿日・投稿時間を iPhone

内に保存しておく．  

 
図３ iPhoneでの読み込みのアクティビティ図 
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３．３ システム構築結果 

（１）構築画面 

 構築した iPhone アプリの教員用画面と学生用画面を

図４に示す．左が教員用画面，右が学生用画面である． 

 

iPhoneアプリからの投稿方法は２種類ある．１つはタ

ッチセンサを利用する方法である．図５左のように，在

室情報を示す記号を指でタッチして，スライドしながら

目的の在室状況の枠内まで移動させる方法である，操作

している間は記号が３倍に拡大し，半透明となる．２つ

目は，モーションセンサーを利用する方法である．１つ

目の投稿方法では直感的に操作できるので，iPadでの操

作は容易であるが，iPhoneでは記号が小さいのでタッチ

しづらくなるというデメリットがあった．そこで，タッ

チ範囲を名前の枠内に広めることで iPhone での操作性

の向上を測った．図５右のように名前をタッチすること

で iPhone に導入されている加速度センサが反応し，

iPhone を左右に傾けることで表示記号を移動すること

ができる．そして目的の枠内で指を離すと投稿を行うこ

とができる． 

４ 学習状況管理システム 
４．１ 学習状況管理システム構成 

 本研究では，出席管理と簡易アンケートのシステムを

構築する．学生が持つ情報デバイスからPHPを通してデ

ータを送信し，サーバに保存するためのデータフローを

確立し，それを基本ラインとしてシステムの構築を行う．

システム構成を図６に示す． 

学生がPHPサイトやAndroidアプリケーションを介し

て送信したデータは，HTTP 通信の POST メソッドによっ

てサーバに送信される．サーバでデータを受け取ったら

PHP 上で MySQL 操作を行い，データベースに格納すると

いうシステムである．また，出席情報表示やアンケート

表示など，データベースから情報を抽出して処理を行う

場合も同様にPHP上でMySQL操作を行っている．本研究

のシステムは出席情報を扱っているため，不正に学外か

ら送信を行うことや，外部から容易にデータにアクセス

できるといったことがないように大学のファイアウォー

ル内にサーバを設置して構築を行った． 

 

４．２ システム構築 

 本システムでは，出欠管理・簡易アンケート集計の２

機能を作成する．出欠管理は学生が送信したデータを

SQL データベースに格納し，収集結果を画面上に表示す

ることや，必要に応じてCSVファイルで保存する機能を

持つ．簡易アンケート集計は，１～５の簡単な選択肢に

対して，回答割合を円グラフで表示することが可能であ

る．構築するWebシステムの機能概要は，表５のとおり

である． 

図６ 学習状況管理システムの構成 図４ アプリケーション画面 

図５ 投稿方法 

表５ システム機能概要 

学生側 教員側 

アンケート回答 アンケート結果閲覧・ 

更新 

アンケート結果閲覧 出席データ収集 

出席データ送信 出席データ出力 
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（１）amchartsによるグラフ表示 
教員側・学生側の共通システムとなるグラフ表示画面

のグラフ作成には「amcharts」というWebアプリケーシ

ョンを使用している[5]．グラフ表示システムを構成して

いるファイルは，表６に示す３つである． 

これらのうち，「pie.html」と「pie_settings.xml」は

予めamchartsパッケージに用意されている．また，この

他にグラフを形成するためのパッケージが存在するが，

それらのファイルは異なるディレクトリに設置する必要

があり，またソフトウェア「amcharts」として完成され

たものであるので，本稿では詳しく触れない．本グラフ

表示システムの動作フローは図７のとおりである． 

 

（２）ディレクトリ構造 
 今回作成するサーバサイドシステムのディレクトリ構

造は図８のとおりである．サーバサイドシステムは Web

サイトとして構築を行った．利用者ごとにディレクトリ

を別けて構成し，両者が共通して利用するアンケート結

果のグラフ表示用システムに関しては統一して別途構築

する．教員側・学生の各システムにはそれぞれ

「index.html」というファイルとして配置している．

「index.html」というファイル名を設定することで，デ

ィレクトリにアクセスした際に自動で開くページを指定

することができる．ブラウザ上で「pie.html」にアクセ

スすることでグラフの閲覧ができるようになっているが，

このページを直接閲覧することは想定していない．教員

側システムと学生側システムとでアンケートページの用

途が若干異なっているためである．具体的には，学生側

では結果表示のみだが，教員側には結果のリセット機能

を付加するためである．それぞれのアンケート用システ

ムページに，「pie.html」をフレーム記述で埋め込んで表

示させるよう構築を行っていく． 

 

 

（３）サーバへのデータ書き込み 
 本システムの機能の多くは，SQL データベースと文字

列をやり取りすることで成り立っている．図９にアンケ

ート結果を更新するためのフローチャートを，図10に出

席情報収集結果のCSV出力機能のフローチャートを示す．

アンケート更新機能は，「更新」ボタンに「reset」とい

う文字列を与え，この文字列を受け取ることで更新メソ

ッドを実行するようになっている．CSV保存機能は，SQL

から引き出したデータを配列化し，それを順々にセルに

当てはめていくことで，CSV 形式のテーブルを完成させ

る． 

 

 

 

 

 

 

 

表６ グラフ表示用構成ファイル 

ファイル名 用途 

pie.html グラフ表示ページ 

pie_data.xml グラフ生成用の数値データ 

pie_settings.xml 使用するデータやスタイルを

設定するファイル 

 

図７ amcharts動作フロー 

図８ ディレクトリ構造 
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図９ アンケート更新フローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図10 CSVダウンロードチャート 
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４．３ システム構築結果 

（１）学生用画面 

 

 構築した学生用画面の一部を図11に示す．図11の左

側が出席送信用画面，右側がアンケート回答用画面であ

る．両画面とも共通して，教員用システムにデータを送

信するものであり，上記以外の画面遷移は行わない．デ

ータを送信すると，それぞれ上記の画面に戻るようにな

っている．本稿のシステムは，授業を受ける学生が利用

するシステムとして構築したため，ノートパソコンやス

マートフォン等の様々な端末上で使用することを想定し

ている．そのため，コンテンツを左側に集中させ，スマ

ートフォン等の小型画面からでも違和感なく閲覧可能な

ものとした． 

 

（２）教員用画面 
 構築した教員用画面の一部を図12，図13に示す． 

出欠調査システムは，学生が送信した情報を受け取り，

テーブル形式で表示する．テーブル表示下の「更新」を

クリックすることで，受信した情報をリアルタイムに閲

覧できる．また，それをCSV形式でダウンロードするこ

とができる． 

アンケートシステムは，学生が回答した情報を処理し，

円グラフ表示に反映する．回答されたアンケートの結果

を，リアルタイムに円グラフに反映する．画面上部の「更

新」ボタンをクリックすることで結果を最新の情報に更

新し，「リセット」をクリックすることでデータを削除す

ることができる．アンケートの取り直し，問題の再提示

等が可能である．アンケートシステムは授業を行う教員

が利用するシステムとして構築したため，パソコン上で

使用,表示することを想定している． 

  

 

 

 

 

５ 考察 
５．１ 在室管理システム 

 開発した在室管理システムを著者らの研究室の他に，

Ａ・Ｂ・Ｃの３研究室にアンケートの協力を依頼した．

１ヶ月間の利用後，アンケート調査を実施し，得られた

結果からシステムの評価を行った．アンケートの集計結

果の一部を図14に示す．この結果，当研究室からは高い

評価を得ているため有用性があると考えられるが，他研

究室からの評価は低いことがわかる．この結果の主な原

因として，当研究室の要望に添ってユーザインタフェー

スを設計したことが挙げられる．また，寄せられたコメ

ントから，他研究室の環境やニーズを良く知り，それぞ

れの環境に合ったシステムの設計を行わなければならな

いことがわかった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図11 学生用画面 

図12 出欠調査システム 

図13 アンケートシステム 

 
図14 在室管理アンケート結果 
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５．２ 学習状況管理システム 

 システムの有用性を検証するため，既存システムとの

比較及び検証実験を行った．学内の既存システムと本研

究の比較概要を表７に示す．e ラーニングシステムを用

いた効率的な出席修正や，単機能ながらも双方向授業を

行うことが可能なアンケートシステムを，PCがない教室

においても実現することができる．授業の形態に依存し

ないので，ファイアウォールを一時的に開放することで

フィールドワークや課外授業といった場面での利用も考

えられる．授業内での検証実験では図15のような評価結

果となり，68％の受講者から「必要」または「やや必要

と思う」の評価を受けた． 

 

 

 

 

６ おわりに 
６．１ まとめ 

本研究では，既存の在室管理方法の改善と，スマート

フォンを用いたeラーニングシステムの有用性検証を目

的として，新たな在室管理システムの構築及びスマート

フォンから利用できる学習状況管理システムの構築を行

った． 

在室管理システムにおいては，新たに用意したのは

Twitter アカウントおよびTwitter 登録用のGmail アカ

ウントのみなので，大幅なコスト削減が可能である．シ

ステムとしての誤作動の報告もなかったことから，

Twitter をデータベースとして利用することで十分在室

管理システムとして機能することが実証できた．しかし，

一ヶ月の利用状況や，在室データの集計を行う場合は

Twitter では限界があるため，専用のデータベースを利

用して，構築し直さなければならない．また，本研究を

通じて，１つの研究室の要望に応えたシステムでは他研

究室の方々に満足して頂けないことが分かった．著者ら

の研究室と他研究室では，要求条件が異なるため，その

環境に適したシステムを構築しなければならないことが

分かった． 

学習状況管理研究においては，既存の事例や学内での

導入事例を調査する中で，現在提供されているeラーニ

ングシステムは非常に有用なものが多く，現状かなりの

完成度に達していることが分かった．しかしその反面，

その利用形態が限られていることが多く，十分にその恩

恵が出し切れていないという現状も判明した．そうした

背景の中で，スマートフォンを活用した新しいシステム

の構築を行った．本システムでは，e ラーニングシステ

ムを用いた効率的な出席修正や，単機能ながらも双方向

授業を行うことが可能なアンケートシステムを，PCが無

い教室においても実現することができる．システムを作

成し，検証を行う中で，既存の情報端末を活かすことで

よりフレキシブルなスタイルでeラーニングシステムの

展開が可能であるということが明らかになった． 

 

６．２ 今後の課題 

在室管理システムにおいては，既存のシステムはとて

も高価であり，企業以外のコミュニティでの購入は難し

い．しかし，在室管理システムは研究室のような小さい

コミュニティからも需要はある．どのようなユーザーが

システムを求めているのか，またどのようなシステムに

ニーズがあるのかが良く考慮された低コストのシステム

の登場が期待される． 

 学習状況管理システムにおいては，本システム必ずし

もパソコンのある教室や，屋内である必要はない．学内

でのみ使用可能という制約を取り払い，ファイアウォー

ルを一時的に開放することでフィールドワークや課外授

業といった場面での利用も考えられる．また，今回検証

段階では，Android アプリケーションの作成も行ってい

た．Web システムのコードからアプリケーションを生成

したため，Android版以外にも，iPhone版アプリケーシ

ョンの開発も容易に行える．仮に履修者全員がクライア

ントアプリケーションに対応している端末を所持してい

ると仮定できるならば，アプリケーションを授業の参加

パスポートとして配布するような活用方法も考えられる． 
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表７ 既存システムとの比較 

図15 検証実験結果 
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